
 

 

 

 

 卒業を目前に控えた６年生を対象に、「玉小夢育プロジェクトPart２」を開催しました。今回講師にお迎えし

たのは、地域で活躍されている玉島小学校OBのお三方です。それぞれ、生い立ちから現在の仕事に就くまでの

道のりや、現在抱いている夢などを語りながら、新しい人生のステップに踏み出す子どもたちにエールを送って

くださいました。６年生の子どもたちは、３グループに分かれ、３会場を巡りながら講師のお話を興味深く聞い

ていました。事前に、「３人の講師の先生方は、それぞれ違うお話をしてくださいます。でも、３人のお話に共

通している事柄は何か、それを探りながらお話を聞いてみよう。」と話していたところ、子どもたちなりに先輩

からの熱いメッセージを受け止めてくれたようです。要点だけにはなりますが、今回の授業の内容をご紹介しま

す。６年生がおられるご家庭では、子どもたちの感想を聞いてみてあげてください。 

校長 髙 木 盛 雄 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共通点は、努力をして            
いること、自分の目標に向っていること、地域を大切にしてい
ること、夢を大切にしていること、勉強を頑張っていること、
あきらめないこと、最後まで頑張ること、たくさんの経験をし
ていることなどです。とても努力して、自分の夢や地域のため
に頑張っていました。これから、三人の先生が話したことを
日々の生活に生かしたいです。 

６年A組 児童 

みんな、玉島のことが大好き。また、ぜったい
夢をあきらめないことが共通していました。あき
らめない心を持ち行動していきたいです。また、
地域も大切にして、これからも玉島のことを愛し
て暮らしていきたいと思いました。壁にぶつかっ
ても、歩いていこう。最高！ 
  ６年B組          

植田和明先生 
 

植田タンス店 
 

家業を継ぐ前に、勉強のため、ハウスメーカーに就職して、住宅販売の
仕事をしました。団地などを飛び込みで回りました。先輩に言われたの
は、「1000軒回れば１軒売れる」。大変なことが大切な経験。今の自分が
あるのは、当時の経験のおかげです。 

科学者のダーウィンの
言葉です。最も強いものが
生き残るのではなく、最も
賢いものが生き延びるの
でもない。唯一生き残るの
は、変化できる者である。 
だから、「買って安心！

修理もできる家具屋さん」
をモットーに、今は頑張っ
ています。 

菊池大輔先生 
 

菊池酒造 
 

故郷を一度離れ
るのもよい経験に
なります。外に出る
ことで、生まれ育っ
た土地の良さが分
かってきます。 
活躍の場所は国

内だけとは限りま
せん。海外での仕事
にも挑戦できます。
ただし、そのために
は英語力が必要。だ
から、今から勉強し
ておこう！ 

大学と大学院
でロボット工学
の研究をしてい
ました。その後、
日立製作所に就
職し、ロボット作
りを続けました。 

 

今の夢は、 
「燦然を世界の酒に」 
海外にチャレンジ 

 
「おいしい」と 
言われると 
うれしい 

高見尚平先生 
 

公認会計士 
 

 

 一人一人自分らしい人生をおくっていた。自分が好き
なことを職業に生かしていて、ほんとうにすごいと思っ
た。みんな、自分の地域、玉島を大切にしていっている。
自分も将来、玉島を大事にしていきたい。 

６年A組 児童 

 三人の地域の方のお話を聞いてみて、私が共通してい
ると思ったことは、「何事も努力すれば夢がかなうし、夢
ができるかもしれない」だと思いました。理由は、高見
先生は合格するまで何度も挑戦したり、植田先生はいろ
いろな経験をして努力したり、菊池先生は様々な体験か
らいろいろと知ることができているからです。 

６年Ｂ組 児童 

人生には辛いこ
とや悲しいことが
つきものです。で
も、その中には成長
や学びが隠れてい
ます。困難にぶつか
ったときこそ、自分
自身の強さや頑張
りを見つけるチャ
ンスなんです。 
一歩一歩進んで

いけば、きっと明る
い未来が待ってい
ます。だから、辛い
時も悲しい時も、そ
れを乗り越えてい
きましょう。 

→初めはむずかしくてわからない本も、勉強して何度も繰り返して

読んでいると、おのずと理解できる。 

とにかく自分の頭に残すことが大事。 


